
肥満症になるどのようなことが起こる？ 

・糖尿病や高血圧、高脂血症などの生活習慣病になる危険性が

高くなる 

・大人になってから糖尿病になるリスクが上がる 

・小児期の肥満は死亡リスクを高める 

・運動能力を低下させる 

・心臓への負担がかかる 

・ひざや腰への負担がかかる 

・睡眠時無呼吸症候群になる可能性が高まる 

 

肥満にならないためにはどうする？ 

・ゆっくりよくかんで食べる 

・朝ご飯は必ず食べる 

・好き嫌いをなくす 

・おやつを食べすぎない 

・運動をする 

・生活リズムを崩さない 

とても暑い夏を過ごしている子どもたち。そろそろ夏の疲れが出るころで

す。生活リズムの乱れは、健康に悪影響を及ぼします。この夏で、遅寝遅起

きの習慣がついていませんか？ 

元気に活動に向かえるよう、朝の生活の見直しからリズムを取り戻しまし

ょう。  

園ではこれから、運動会への取り組みも始まります。熱中症予防にも注意

し、水分摂取もしっかりしていきます。お茶は氷などで冷やし過ぎないよう

にしてください。 

のほけんだより 

です 

8月の感染症 

・アデノウイルス感染症 

・ヘルパンギーナ 

・手足口病 

令和４年 8月 25日発行 

社会福祉法人作陽保育園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肥満のおはなし 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常用品は備えていますか？ 

 
大正 12 年 9 月１日に関東大震災が発生したことで制定されました。災

害が起きた時、何よりも大事なのは自分の身を守ることです。保育園でも毎

月消火災害避難訓練を行っています。火事や地震・水害が起きたらどのよう

に行動すべきか、煙を吸わずに逃げる方法や地震の時はどうするかなど、お

うちでも聞いてみてください。 

もしものとき、すぐに取り出せるように決まった場所に非常用品は用意し

ておきましょう。定期的に中身のチェックをし、水や食料品など、期限切れ

の物が入っていることのないようにしましょう。ご家庭でもハザードマップ

や避難場所の確認・準備を家族みんなでする機会が持てるといいですね。 

                                              

日中はまだまだ暑い日が続きますが、朝

夕はいつの間にか秋の気配が感じられる日

もあります。過ごしやすくなったとはいえ、

季節の変わり目で体調を崩してしまう子ど

もも多くなります。 

一日の気温の差が激しく、日中は熱中症

を心配するほどですが、夜には肌寒くなる

ため、こまめに脱ぎ着をする必要がありま

す。乳幼児は自分で体温を調節するのがま

だ難しいため、気づかないうちに風邪をひ

くなど、体調を崩したりすることもありま

す。咳や鼻水などお子様の様子に気をつけ

るようにしていきましょう。 

 脇の下で測る体温計の場合、体温計を上から差し込ん

だり、脇からはみ出たりしていると正しく測れません。

正しい測り方を確認しましょう。 


